
〔開催趣旨〕 

養玉院如来寺（品川区西大井）は、下谷（台東区）の養玉院と、高輪（港区）の

如来寺が大正 15年（1926 年）に合併してできた、二つの寺院の歴史を受け継いだ寺

院である。養玉院と如来寺は、どちらも寛永時代に創建された。養玉院は対馬藩宗

家の菩提寺として、如来寺は各地を行脚し多くの仏像を残した木食但唱創建の寺院

としてそれぞれ著名である。また、如来寺には伊那（長野県）で彫られた五智如来

像が安置され、「おおぼとけ」と呼ばれ親しまれていた。 

この展示では、養玉院と如来寺それぞれに伝来した寺宝に加えて、養玉院の宗家

史料、如来寺開山・木食但唱の足跡にも注目して、同寺院のあゆみを多方面から紹

介した。 

〔展示概要〕  

① 養玉院と如来寺それぞれの歩み 

② 如来寺開山 木食但唱 

③ 対馬藩主宗家と養玉院 

④ 祈りのかたち‐養玉院の寺宝‐ 

⑤ 幕末から明治、現在まで 

〔記念イベント〕 

映像で楽しむ特別展‐学芸員による解説‐

日  時：10 月 20 日（日）①午前 10 時～午前 11 時 30 分 

②午後 2時～午後 3時 30 分 

講  師：湯本 幸子（品川歴史館学芸員） 

会  場：講堂 

参加人数：60 名 

お茶を楽しむ会（協力：品川区華道茶道文化協会） 

日  時：11 月 3 日（祝）①午前 10 時～正午 ②午後 1時～午後 3時 

会  場：書院 

参加人数：87 名 

特別展

「大井に大仏
おおぼとけ

がやってきた！‐養玉院如来寺の歴史と寺宝‐」

期  間  平成 25 年 10 月 13 日（日）～12月 1 日(日) 43 日間 

  会  場  1 階ロビー 第二展示室 小講堂 

  入館者数  3,797 名 



関連史跡バスツアー「養玉院と如来寺の旧跡を訪ねる」 

日  時：11 月 17 日（日）午前 9時～午後 1時 

見 学 地：元養玉院建立地（台東区）、元如来寺建立地（港区）、 

養玉院如来寺（品川区西大井） 

参加人数：38 名 

記念講演会「二つの顔を持つ寺院 養玉院如来寺の歴史を読み解く」 

日  時：11 月 24 日（日）午後 1時 30分～午後 4時 30 分 

講  師：米谷 均 （早稲田大学商学部講師） 

中川 仁喜（大正大学文学部歴史学科専任講師） 

湯本 幸子（品川歴史館学芸員） 

会  場：講堂 

参加人数：78 名 

〔販売物、発行図書〕 

特別展図録『大井に大仏がやってきた！‐養玉院如来寺の歴史と寺宝‐』 

      販売価格 1,000 円（A4 150 頁） 

特別展記念「養玉院如来寺クッキー・パウンドケーキ」 

（協力：社会福祉法人福栄会・かもめ第三工房） 

      販売価格 200 円  期間中売上 188 個 

〔広報〕 

広報しながわ 10月 1 日号、屋外看板、ポスター・ちらし、歴史館ホームページ等


